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令和６年度事業報告 

１．i バス運行見直し 

令和６年 10月から、新たな運行を開始することを目指し、その準備に向け以下の取組

を実施した。 

 

（１）定時定路線の運行見直し 

令和６年 10月から、東柏原線・飯綱温泉線・地蔵久保線の夏季ダイヤを廃止し、利用が

低迷していた芹沢線・堀越線・奈良本線についてデマンド運行の実証を開始した。 

 

【定時定路線】 

① 年間利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
東柏原線 3,759 2,845 3,409 4,925 3,433 4,267 4,123
飯綱温泉線 6,063 5,075 4,811 5,650 5,825 5,406 4,761
地蔵久保線 2,060 1,763 2,326 2,177 2,050 2,955 2,835
合計 11,882 9,683 10,546 12,752 11,308 12,628 11,719

資料 №1 

⚫ 2024年度の朝夕定時定路線利用者数は、11,719人である。 

⚫ 路線別では、飯綱温泉線の利用者が最も多く 4,761人、次いで東柏原線が 4,123人である。 

⚫ 2023年度と比べると、東柏原線で 3.4％、飯綱温泉線で 11.9％、地蔵久保線で 4.1％減少している。 
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② 路線別・便別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線 発車地 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 1便あたり

東柏原 6:35 発 行 45 30 52 32 18 29 28 30 30 27 24 9 354 1.4

飯綱営業所 7:07 発 帰 7 2 6 12 1 4 1 7 2 4 2 4 52 0.2

東柏原 7:30 発 行 278 287 201 239 96 230 258 269 247 224 276 224 2,829 11.5
飯綱営業所 16:50 発 帰 78 73 51 38 21 45 66 76 89 72 91 74 774 3.2
東柏原 17:28 発 行 3 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 7 0.0
飯綱営業所 18:00 発 帰 16 21 9 14 5 7 5 8 0 5 6 11 107 0.4

427 413 320 335 142 315 358 390 368 333 400 322 4,123 16.8

路線 発車地 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 1便あたり

飯綱温泉 6:15 発 行 59 49 69 50 18 49 70 48 47 59 61 34 613 2.5

飯綱営業所 6:42 発 帰 0 0 1 0 1 0 0 0 0 6 9 5 22 0.1

飯綱温泉 7:10 発 行 153 178 116 141 87 172 181 177 174 142 181 104 1,806 7.4
飯綱営業所 15:55 発 帰 31 82 40 54 63 78 96 114 50 129 121 78 936 3.8
飯綱温泉 16:43 発 行 0 0 1 2 2 1 0 3 2 8 6 4 29 0.1
飯綱営業所 16:45 発 帰 76 94 97 59 51 88 133 147 112 102 103 85 1,147 4.7
飯綱温泉 17:33 発 行 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0.0
飯綱営業所 18:08 発 帰 24 43 24 23 6 9 12 26 8 10 15 6 206 0.8

343 446 348 329 228 397 492 516 393 456 496 317 4,761 19.4

路線 発車地 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 1便あたり

地蔵久保 6:20 発 行 56 72 87 45 30 48 39 35 41 46 55 25 579 2.4

飯綱営業所 6:59 発 帰 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 3 0.0

地蔵久保 7:22 発 行 118 124 94 99 66 114 133 140 121 138 123 104 1,374 5.6
飯綱営業所 16:45 発 帰 76 80 61 58 41 75 69 71 48 61 54 44 738 3.0
地蔵久保 17:23 発 行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
飯綱営業所 18:00 発 帰 12 12 11 5 7 13 16 9 14 14 18 10 141 0.6

262 288 253 207 144 251 259 255 224 259 250 183 2,835 11.6

1,032 1,147 921 871 514 963 1,109 1,161 985 1,048 1,146 822 11,719 48朝夕定時定路線合計

計

計

計

時刻

時刻

飯綱温泉線

時刻

地蔵久保線

東柏原線

⚫ 東柏原線では、7:30の便（行き）が突出して多く 1便あたり 11.5人、次いで 16:50の便

（帰り）が 1便あたり 3.2人。その他の便は 1便あたり 2.0人を下回る。 

⚫ 飯綱温泉線では、7:10の便（行き）が 1便あたり 7.4人と最も多く、次いで 16:45の便

（帰り）が 1便あたり 4.7人である。 

⚫ 地蔵久保線では、7:22の便（行き）が 1便あたり 5.6人、次いで 16:45の便（帰り）が

3.0人となっている。 

⚫ いずれの路線も、7時台の行き、16時台の帰りの利用は一定数みられるが、17時台以降の

便は行き・変え入りともほとんど利用がみられない状況である。 
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【朝夕デマンドワゴンの利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ナイトワゴン利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）予約型デマンドワゴンの利用者範囲の拡大 

 令和６年 10月の運行見直しと同時に、日中予約型デマンドワゴンの利用者範囲を町内に

住所を有する者だけでなく、「飯綱町内を移動する全ての人」に拡大した。登録者数は 10名

程度だが、予約者と同乗する者が複数いるため、実際の利用者数は登録者より多いと推測さ

れる。 

 

⚫ 10月以降運行を開始した朝夕デマンドワゴンは、奈良本線 7:00(上り)の時間帯にあたる利用が

最も多い。夕方ワゴンに比べて朝ワゴンの利用が全体的に多い。 

⚫ ナイトワゴンは、牟礼方面の利用がほとんどだが、年間 352人の利用にとどまる。

三水方面の利用はほとんどみられない。 
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（３）日中予約型デマンドワゴンのフルデマンド化 

 令和６年 10月から、これまでの「まち行き便」、「お帰り便」という時間とエリアの設定

を廃止し、利用者の予約状況に応じて、随時、経路を設定する運行方式へ変更した。 

 

① 利用者数の経年推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 月別利用者数（前年同月比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ R6年度の総利用者数は 11,093人、１日あたりの利用者数は 45.7人と、過年度と比べ

最も利用者数が多くなっている。※総利用者数にナイトワゴン 388人含む。 

⚫ 令和６年度は月を追うごとに利用者数が増加傾向にあり、特に見直しを行った 10月以降は 1,000人

を上回る月もみられ、順調に利用者が増えている。 

⚫ 令和５年度と比較すると、ほぼどの月も利用者が増加している。特に見直しを行った 10月以降の伸

び率が大きい。 
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２．i バスヘルパー事業の評価 

概要 

 バスヘルパー事業を導入し、令和２年４月から開始。 

  （1）目  的 

    日常生活の移動に不安がある方（高齢者や自立歩行が 

可能ではあるが体に不自由のある方など）に対して、車 

の乗降、乗継ぎ、バス待ちなどに際しての支援を行うもの。 

  （2）実施主体 

    飯綱町社会福祉協議会（町が業務委託） 

  （3）業務内容 

   ①利用者の乗降サポート 

乗降時の介助、忘れ物などの声がけ、荷物の積み下ろしなどの支援 

   ②利用案内 

    帰り便の案内、デマンド運行以外の交通利用についての案内など 

  （4）活 動 日 

    毎週水・金曜日の午前中の便にヘルパーが同乗（５名のヘルパーがシフト制で活動） 

  （5）ヘルパーへの謝礼 

    １時間当たり５００円（ヘルパーの乗車運賃は無料） 

 

バスヘルパーの振り返り 

社会福祉協議会では、バスヘルパーの日報や iバスドライバー、受付センター職員等の意

見から、今年度の成果を図表１のようにとりまとめた。 

 

 

図表 1 バスヘルパー活動のまとめ 

喜ばれること 

・「ヘルパーさん乗ってくれて、安心でありがたい」と言っていただけて、

嬉しかった。 

・話し相手になってくれてありがとう。と言われました。 

・足が悪いためサポートしてもらえて助かった。乗り降りが安心だと喜ばれ

ました。 

・10 月から変わって、便利になったね。と喜ばれました。 

困ったこと 

・利用者の方が予約（診察）を忘れていたため、後者の順序を変更して間に

合わせた。 

・ご家族も周囲もヘルパーの介助が必要と思われる利用者さんなのですが、

ヘルパーの介助を嫌がられるので困りました。 

・ヘルパーの介助能力では対応できない程の介護度の高い方の利用に困惑

しました。 

やって 

良かったこと 

・10 月から利便性が高まったことで、i バスの利用方法について車内で質問

されることが多くなり、自分でも i バスの理解が深まった。 

・このバスがあるから、出かけてこれる。ありがたい。と何人もの利用者さ

んに感謝されました。バスカードの切替についても説明できてよかった。 

飯綱町社会福祉協議会 i バスヘルパー活動報告より 
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バスヘルパー事業の成果の整理 

本年度のバスヘルパー事業の成果とバスヘルパーからの i バスの運行に対する提言を整理す

る。提言は、現場の利用者の意見の代弁ともいうべきもので、運行改善に向けた検討も示す。 

 

 

【バスヘルパーの役割】 

・乗降時の荷物の運搬 

買い物した荷物の運搬やシルバーカーの積み下ろしなど、高齢者の中には、荷物の運搬、積み

下ろしが負担になっている利用者がおり、バスヘルパーが機能している。 

・乗降時の利用者のサポート 

乗降に不安を抱える人が一定数おり、乗降の際のサポートが必要となっている。 

・利用者とのコミュニケーション 

利用者の中には、周囲とのコミュニケーションを求める者もいるが、運転手としては、運行に集中

しなければならない。このようなとき、バスヘルパーが利用者とコミュニケーションをとることで、運転

手が集中して運行にあたることができる。 

・安全な運行のための注意喚起 

利用者の中には、シートベルトの着用が負担となる者もおり、バスヘルパーがベルトを伸ばして

あげるサポートが着用率の向上につながっている。 

・公共交通をより良く利用するための周知・啓発 

バスヘルパーの練度が高まり、ヘルパー自身が交通系 IC カードの利用方法や申し込み方法を

学び、利用者に案内する活動もみられる。また、免許返納者への町からの支援制度など町の施策

を町民に伝えるための役割も担っている。 

バスヘルパーのさらなる活躍のためにも、バスヘルパーの能力を十分に発揮できる配置を検討

するとともに、町が実施している施策について、わかりやすく解説することも必要である。 
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３．町内バス停の整備 

令和元年にまとめたバス停の劣化状況をもとに、老朽化したバス停８か所を新たに制作

し設置した。 

バ ス

停№ 

バス停名称 備考 

16 牟礼本町 停留所名「iバス・iバスコネクト・牟礼線」「牟礼

本町」 

67 上村南 停留所名「iバス」「上村南」 

68 上村 停留所名「iバス」「上村」 

70 東ペンション村 停留所名「iバス」「芹沢」 

71 高岡別荘 停留所名「iバス」「高岡別荘」 

77 野村上 停留所名「iバス」「野村上」 

78 袖之山 停留所名「iバス」「袖之山」 

80 袖之山入口 停留所名「iバス」「袖之山入口」 

108 東黒川 パネルのみ 停留所名「i バス・i バスコネクト」

「東黒川」 

  

 

 

 

                  ⇒ 

             

               

 

 

 

４．長電バス牟礼線における貨客混載事業 

概要 

長野市の中心部と飯綱町を結ぶ幹線である長電バス牟礼線の生産性向上を図るため、貨

客混載事業を実施した。 

本事業は、飯綱町と長電バスがヤマト運輸と協力して実施しているもので、平成 29年 10

月より、ヤマト運輸の地域配送の拠点である長野主管支店から、信濃町（信州信濃町センタ

ー）への配送において1、長電バス牟礼線を利用し、貨物と旅客の両方を輸送するものであ

る。長電バスは貨物輸送用に１便増便（以下、貨客混載便という）し、ヤマト運輸長野主管

支店から信濃町センターへ貨物輸送を行いながら、牟礼線の運行区間である「見晴」→「飯

綱営業所」区間を旅客運行した。 

 
1 信州信濃町センターへ輸送する途中、長電バス飯綱営業所に立寄り飯綱町内への配送分を荷下ろしする。 
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令和 3 年 4 月中旬以降はヤマト運輸の運行体制が変わり、信州信濃町センターでの受け

渡しは終了している。 

 

   図表 2 貨客混載のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 貨物輸送実績 

貨客混載便による貨物輸送実績を整理する。 

令和 3年 4月中旬以降は体制が変わり、信州信濃町センターでの受け渡しが終了。 

以降は、図表 3 に示したように、飯綱営業所での輸送実績は月 60～100 個（１日約４個）程度

の取扱となっている。 

令和 7年 9月末の路線廃止に伴い、当事業も終了予定。 

図表 3 貨物輸送実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見晴

長電バス
飯綱営業所

長野主管支店

信州信濃町センター

路線バス
として運行

４月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和3年度 63 46 59 73 70 58 73 71 86 70 64 82

令和4年度 68 68 92 89 92 74 66 76 105 66 71 83

令和5年度 87 82 95 92 93 88 60 92 122 64 83 68

令和6年度 53 62 54 90 45 44 45 56 102 59 60 50
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５．その他事業 

（１）新 KURURUサービス開始 

令和 7年 3月 1日からバス共通 ICカード KURURUに Suica機能搭載。町内 70歳以上対象

「IIZUNAであるきバスカード」が「おでかけパスポート」にサービス統一。同日から、町内

iバス運賃に障がい者割引適用開始。 

 

（２）「よるタク」実証運行開始 

 令和 7年 3月 11日から、火曜日～土曜日の夜間（19：30～23：00）における町内移動手

段の確保と地域内交通の利便性の向上を目的として実施。 

 

 配車：セダンタイプ 1台（乗客 4人まで） 豊野タクシー株式会社 

  

 【実績】令和 7年 3月 11日～令和 7年 3月 31日 

  運行日数：15日 

  運行回数：15回 乗車人数：20人 

 

 

令和６年度協議会開催状況 

 

令和 6年 6月 17日 第 1回 ・令和 6 年度事業実施計画（案）及び予算（案）について 

・地域間幹線系統確保維持計画について 

・地域公共交通確保維持事業に係る計画の承認 

令和 6年 8月 28日 第 2 回 ・令和 6年 10月からの運行見直しについて 

令和 6年 10月 25日 第 3 回 ・長電バス牟礼線減便に伴う地域間幹線系統確保維持計画について 

令和 6年 12月 23日 第 4 回（書面協議） ・地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

令和 7年 1月 29日 第 5 回 ・運賃改定に伴う、地域間幹線系統別確保維持計画の変更について 
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